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1. はじめに 

近年, HD やフラッシュメモリなどの大容量外部記
録メディアの普及に伴って大量の映像が容易に保存
可能となっている．保存した映像が Web 上にアップ
ロードされているため Web 上にも大量の映像が存在
する．しかし，それらすべてを人の手によって分類
や検索することは困難である．そこで大量の映像デ
ータの中から目的のシーンを探す技術，映像検索技
術が必要となる．映像を検索する場合，特定の物体
をクエリとして映像シーンを探すよりも，特定の人
物をクエリとして検索することが多い．本研究では，
大量の映像データからクエリと同一の人物が映って
いるシーンを検索する． 

 検索には，クエリ画像と同一の物体を認識し検索
する特定物体検索がある．一般的な手法として, SIFT

特徴量[1]を用いて類似度を算出する手法が挙げられ
る．しかし，この手法では物体検索に対してはある
程度の精度が得られるが，人物検索に対しては良い
精度とはいえない．そこで本研究では，顔の特徴点
に限定し，さらに顔の特徴に重みづけを行うことで
検索精度を向上させる． 

2. 関連研究 

同一人物検索は，大きく2つの手法に分類すること
ができる．1つはあらかじめ画像に付加された言語メ
タデータをもとにキーワードから画像を検索する言
語メタデータ型画像検索手法である．もう1つは画像
から計算で得られた特徴量に基づく内容型画像検索
手法である．本研究では，内容型画像検索手法の検
討を行った． 

内容型画像検索手法として，局所特徴量を用いた
高速顔認識[2]などがある．正面画像においては非常
に高い精度であるが，データベースは背景のない正
面画像のみで作成されており，映像からデータベー
スを作成した場合，背景との誤対応や顔に角度がつ
くため，特定人物を検索するのには向いていない． 

3. 提案手法 

3.1 特定物体の検索システムの概要 

特定の人物を類似度ごとに出力する検索システム
を実装した．実装した検索システムの流れを図1に示
す．動画から抽出したキーフレーム画像を用いて顔
画像を作成後，特徴量を抽出して，データベースに

登録する．クエリ画像からも特徴量を抽出し，デー
タベースに登録された特徴量との比較を行う． 

図1：検索システムの流れ 

3.2 画像データベース作成 

キーフレーム画像から Haar-like 特徴量の分類器を
用いて顔検出を行い，検出位置で画像を作成し画像
データベースとする．一般的に分類器は単一で用い
られているが，本研究では複数の分類器を組み合わ
せた複合型分類器を用いた．背景などとの誤対応を
防ぐため，肌色画素が閾値以下の画像を画像データ
ベースから削除した．また，肌色以外の誤検出を防
ぐため，画像データベースに対して肌色検出を行い，
マスク画像を作成する． 

3.3 特徴量データベース作成 

画像データベースから SIFT 特徴量を抽出し特徴量
データベースとする．その際，HSV を用いて肌色検
出を行い作成したマスク画像内の特徴量を抽出する．
通常の特徴量抽出とマスク内の特徴量抽出の例を図2

に示す．これにより，マスク画像の白の部分のみの
特徴量を特徴量データベースに登録する． 

図2：特徴量抽出の例 

3.4 検索手法 

画像データベースのマスク内と，クエリ画像の
SIFT 特徴量のユークリッド距離の合計を計算するこ
とで求める．その際，すべての顔画像を300×300のサ
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イズにして，図3の赤枠を重みづけ範囲とする．範囲
内であれば重みづけを行う． 

図3：重みづけ範囲 

4. 実験 

4.1 データベース 

データベースには，映像コンテンツの解析や検索
の高度化を目的とした競争型プロジェクトである
TRECVID2014[4]のインスタンスサーチタスクで用い
られる映像データを一定のフレーム間隔で分割した
画像を用いる．キーフレーム画像は一枚のクエリ画
像に対しておよそ2,000枚となり，画質や角度，明度
が異なっている人物が写っている． 

4.2 実験内容 

手法の比較として以下の３つの実験を行った． 

・実験１：画像から顔を切り出し，SIFT 特徴量を 
そのままデータベースに登録し，類似度を求める． 

・実験２：実験１にさらに顔と判別した特徴点に
重みづけを行う． 

・実験３：特徴を検出する際，マスク内の特徴の
みをデータベースに登録し，実験２と同様に重みづ
けを行う． 

また，検索するクエリ画像を図4に示す．検索結果
の上位300件中にどれだけ検索対象が含まれているか
を評価対象とし，適合率と再現率のグラフで比較を
行う．データベース2000枚に含まれる正解画像はク
エリ画像によって枚数が違う． 

図4：クエリ画像 

4.3 実験結果 

クエリ画像の全体平均を図5に示す．適合率，再現
率グラフは右上にあるほど良い精度であるといえる
ので，実験１から実験３に進むにつれ，適合率，再
現率ともに精度が向上していることが分かる．最終
的な結果はどのクエリ画像においても，実験３が最
も良い精度だった． 

5. 考察 

まず，実験１と実験２の比較を行う．重みづけを
したことにより多くのクエリ画像に対して精度の向
上がみられた．特に，メガネやひげといった特徴が 

図5：実験結果 

 

ある人物の結果が良かった．しかし，クエリ画像の
目と別の人物と目が対応するといった誤対応もあっ
た．また，重みづけ範囲によって少なからず背景と
の対応点にも重みづけされてしまい，背景が似てい
る別の人物の画像が上位になるという問題点があっ
た． 

次に実験２と実験３の比較を行う．実験３は実験
２の背景との誤対応を防ぐことを目的とした手法で
ある．結果は，ほとんどのクエリ画像において背景
と誤対応していた画像が下位になり，結果的に正解
画像が上位になった．しかし，一部クエリ画像にお
いては，背景が似ているため上位になっていた正解
画像が下位になった． 

また，どの実験においても正確に目と目，鼻と鼻
が対応しているとは言えない．さらに，Haar-like 特
徴量を用いて顔の分類を行ったが，すべての顔を検
出できているわけではなかった． 

6. まとめ 

本稿では，SIFT 特徴量を用いた映像データに対す
る人物検索手法を提案した．本手法では，Haar-like

特徴を用いた複合分類器により画像から顔を切り出
してデータベースを作成した．そして，背景の特徴
量の誤検出，誤対応を減らすために肌色検出を用い
てマスク画像を作成し，マスク内の特徴点のみを用
いて検索を行った．さらに，顔との対応点に重みづ
けを行ったところ，精度の向上がみられた． 

今後は，複合分類器を用いて検出できなかった顔
の検出と，同じ部位どうしの対応をとる手法を行い，
さらなる精度向上を目指したい． 
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